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概要

本稿は、旅順博物館所蔵の26，000点に及ぶ漢文断片群の中から、 165点の浄土教写本が確認

されたことを紹介し、併せて、 4-5世紀に書写された櫓土教写本の中でも最古級に属する

5点の(無量寿経〉写本の概要を示す。さらに、それが失われた翻訳・竺法護の初期〈無量

寿経〉の可能性に言及する。

キ}ワード:旅}II夏博物館大谷探検隊浄土教漢文写本無量寿経

Abstract 

In the Lushun muse田nthere are many items excavated in the Xinjiang region that had been 

brought by the Otani mission. 1 will introduce the outline of 165 fragments of Chinese manu-

scripts of Pure Land Buddhism from among 26，000 fragments， and especially present five frag-

ments of Wuliangshou-jing text transcribed in about the 4th-5th century. In addition， 1 will sug-

gest the possibility that this text was translated by Dharmarak~a. 
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1 大苔探検隊収集品と旅順博物館

1902年より 1914年まで三次にわたって派遣され

た大谷探検隊は、日本唯一の組織的な中央アジア

探検であるとともに、世界で唯一の、仏教者の仏

教者による仏教者のための探検という意義を有し

ているであろう。

大谷探検隊は、後に西本願寺第22代宗主となっ

た大谷光瑞師によって派遣されたもので、その収

集品は、種々の事情から、龍谷大学を含む日本、

中園、韓国に分散してしまった 1)。中国旅順博物

館には、その一部が保管されているのである。

1917年に創立した旅順博物館は、 60，000点を越

える文物を所蔵しているが、そのうち「新彊出土

文物」と呼ばれる資料が、大谷探検隊の収集品に

他ならない。その資料は、陶器・泥塑・陶塑・木

器・貨幣・宗教絵画・紡績品・文書・その他に分

類され、計1，714件に及ぶ。大谷探検隊が収集対
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象とした仏典を中心とする文書資料は、漢字資料

と非漢字資料に大別され、前者は97件約26，000点、

後者は33件433点が蔵されている。

漢字資料については、 2002年度より2005年度に

かけ、科学研究費補助金(研究代表者:上山大峻

氏)の交付を受け、同館所蔵の漢文仏典写本及び

版本の共同研究が行われた。ほほ所期の目的を果

たし、 2006年に、元康六年 (296)書写の『諸仏

要集経』写本の離片14点を含む1，429点の断片を

収録した図録、及び研究論文集が出版された 2)。

旅J(頂博物館は、外国人未解放地区に位置してお

り、 1992年 3月に、龍谷大学の上山大峻、小田義

久、木田知生の三教授が、旅順博物館関係者と大

連市内で面会した際には、旅順を訪問することす

らできなかったという口しかし以後、毎年訪問を

続けられたことが実を結び、多数の写本断片が貼

付された「藍冊」と呼ばれるファイルを研究対象

とする共同研究がスタートし、 2007年にはその研

究成果の一部が青森で展示された 3)。

2 旅順博物館所蔵新彊出土写本

探検隊を組織した大谷光瑞師が最も希求した仏

典は浄土経典であったに違いない。収集された写

本群は、日本で橘瑞超らによって整理調査され、

同定できた写本については、法華経 (10冊)、浬

A B C D 

1 LM20_1471 29 01 働説麿博巌i事不退韓輪経 巻第六

2 LM20_1471 02 02 悌説無量寄経 巻上

3 LM20 1471 02 03 悌説無量書経 巻上

4 LM20 1471 03 01 働説無量害経 巻上
5 LM20 1471 03 02 悌説無量寄経 巻上

6 LM20_1509 1622 悌説無量害経 巻上

7 LM20_1509 1622 備説無量毒鰹 巷上

8 LM20_1509_1622 備説無量害経 巻上

9 LM20 1452 14 12 悌説無量寄鰹 岩上

10 LM20 1509 1612 働説無量害経 者上

11 LM20 1471 03 03 僻説無量害経 巻上

12 LM20 1519 11 05 悌説無量害経 巻上

13 LM20 1471 03 04 僻説無量寄粧 巻上

14 LM20_1461 37 01 併説無量書鰹 巷上

15 LM20 1461 33 19 僻説無量書経 巻下

16 LM20 1500 28 02 僻説無量害経 巻下

17 LM20 1493 10 04 僻説無量書艦 巻下

18 LM20 1461 17 12 僻説無量寄経 巻下

19 LM20 1456 03 16 悌説無量書経 巻下

20 LM20 1519 11 07 悌説無量書経 巻下

21 LM20 1464 27 17 悌説無量毒鰹 巻下

22 LM20 1471 04 01 悌説無量書経 巻下

23 LM20 1471 04 02 悌説無量害経 巷下

24 LM20 1457 11 03 僻説無量毒経 巻下
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繋経・般若経類(合計で3冊)、浄土経論は n争
土一J(1冊)として藍色のファイルに貼付され
ている 4)。しかし、「浄土-Jと表記されたファ

イルに貼付された浄土経論は81点のみであり、今

回の研究によって加えられた84点を加えても全点

に占める割合は 1パーセントにも満たない九こ

のように点数としては寡少であったが、それこそ

が地理学・考古学上の発見を旨とする探検隊員で

なく、浄土真宗の僧侶・仏教者として彼らが求め

たものであった口 1912年に刊行された『二楽叢

書j6)の第 1号が、浄土経論の釈文からなってい

ることはその証左であろう。

3 浄土経論のリスト

図録のリストから浄土経論のみを抜粋して165

点の概要を以下に示す口(大正蔵同定筒所のJII買)

A:通番号

B:断片番号

C:典籍名

D:巻

E:大正蔵同定箇所

F:サイズ (cm)

G:書写年代

H:藍冊表題

1 :図録収載頁(*は新たに判明したもの)

E F G H 

T09 0268 0282a13-19 7.3X 5.7 C3 浄土ー
T12 0360 0266b28-c02 12.2X7.5 C2 浄土ー
T12_0360 0266c27-0267a04 26.5X 13.5 C2 静土ー
T12_0360 0267a06-09 4.4x 5.9 C2 浄土ー
T12 0360 0267a07-13 10.1 x 10.8 C2 浄土ー
T12 0360 0267c-0268a 6.3 x 5.3 C1 写経残片
T12_0360 0268c29聞0269a026.2x 5.3 C1 写経残片
T12 0360 0269a19回22 5.7 x 4.3 C1 写経残片
T12 0360 0269a25-26 6.0x4.1 C3 経帖二
T12 0360 0269a25-27 4.9X5.1 C3 写経残片
T12_0360 0269b07-11 7.8X 5.2 C2 浄土ー
T12_0360 0269b26-c01 3.8 x 4.6 A 悌経残片
T12 0360 0271a02-04 5.4X 5.6 C2 海土ー
T12 0360 0272a04-08 4.9X 5.8 C2 経帖十一
T12_0360 0272c01国06 7.2 x 7.0 C2 経帖十一
T12 0360 0273c11同14 4.7X7.0 C2 小帳十(経丈残片)
T12_0360 0274a12-14 6.8 x 4.7 C1 小帳ニ
T12_0360 0274c01-05 8.8x8.9 C3 経帖十一
T12 0360 0274c20-24 8.8 x 9.6 C1 経帖七
T12_0360 0275a27“29 4.1 X5.0 C1 悌経残片
T12 0360 0275b02-04 6.3 x 4.4 C2 経帖十五
T12 0360 0275b11-13 6.4X 6.0 C3 浄土ー
T12 0360 0275b13-15 9.3X 5.7 C1 浄土一
T12 0360 0275c17四20 12.3X9.6 C1 経帖八

112 
113 
114 
114 
114 
114 
114 
114 
114 
114 
114 
47 
114 
114 
114 
114 
114 
114 
115 

* 
* 115 
115 
115 



A B C D E F G H 

25 L~20 1471_04 03 悌説無量害経 巷下 T12 0360 0275c19-24 11.5 x 11.3 C2 海土ー 115 
26 L~20_1452_06_07-2 悌説無量害経 巻下 T12_0360 0275c20-23 8.6x4.5 C3 経帖コ 115 
27 L~20 1465 34 01 悌説無量書鰹 巻下 T12_0360 0276b24-25 6.1 X3.1 C2 経帖十六 * 
28 L~20 147L05 01 悌説無量害経 巻下 T12 0360 0278a14-17 12.9x8.0 C2 樺士一 115 
29 L~20 1471 05 02 沸説無量書経 巻下 T12_ 0360 0278a18-20 11.3 x 7.0 C2 浮土 115 
30 L~20 1471 05 03 f持説無量書鰹 巻下 T12 0360 0278a27-b01 5.4X 7.3 C2 浮士一 115 
31 L~O 1471 06 01 悌説無量書経 巻下 T12 0360 0278b07-c06 9.0X 21.0 C2 浮土ー 116 
32 L~20 1519 11 06 併説無量書経 巻下 T12_0360 0278c20-22 3.6X 3.2 A 働経残片 47 
33 L~O 1490 14 01 僻説無量i青揮平等畳粧? 巻第二 T12_0361 0293b16-20 19.5X4.2 AA 浬繋般若経ー 5 
34 L~20 1462 29 01 僻説無量清i手平等畳経? 巻第二 T12 0361 0293b20-24 16.6X6.0 AA 経帖十二 5 
35 L~20 1454 08 07 悌説無量清海平等質経? 巻第二 T12_0361 0293b26回c01 19.8X6.7 AA 経帖五 5 
36 L~20 1462 35 01 僻説無量清揮平等費経? 巻第二 T12 0361 0293c02-07 20.2X6.3 AA 経帖十二 5 
37 L~20 1453 17 03 f弗説無量清浄平等質経? 巻第二 T12 0361 0293c08-14 20圃OX7.9AA 経帖四 5 
38 L~20 1519 10 12 悌説阿輔陀三耶二悌薩棲悌檀過度人道経 巻下 T12 0362 0310b13-15 4.5X 3.1 C2 備経残片 1161 
39 L~20 1471 08 01 僻説観無量書働経 T12_0365 0341a14戸18 5.8x 5.3 C2 静土ー 116 
40 LM20 J456 13 09 f弗説観無量書偽経 T12_0365 0341a17-22 7.4x8.7 C2 経帖七 116 
41 L~20 1471 08 02 併説観無量書偽経 T12_0365 0341b07四10 6.5 X7.5 C2 揮土ー 116 
42 L~20 1519 11 01 僻説観無量書偽経 T12_0365 0341c01-03 6.0 X9.9 C2 働経残片 116 
43 LM20 1464 03 07 僻説観無量害悌経 T12 0365 0341c07-09 7.8 X8.3 C2 経帖十五 116 
44 L~20 1471 08 03 悌説観無量書働経 T12 0365 0342a02-04 9・8x6.3 C3 浄土一 116 
45 L~20 1471 08 04 僻説離無量書悌艦 T12 0365 0342a07同08 11.0 x 3.6 C2 静土ー 117 
46 LM20 1471 09 01 僻説離無量書偽経 T12_0365 0342a08-11 11.0 x 8.0 C2 浄土ー 117 
47 L~20 1507 1006 僻説観無量書働経 T12_0365 0342a15-18 4.3 X5.3 C1 経文残片 117 
48 L~20 1471 09 02 僻説観無量書偽経 T12_0365 0342a17国20 11.0 x 9.7 C2 浄土ー 117 
49 L~20 1519 11 02 僻説観無量書悌経 T12_0365 0342b08-10 7.9 x 5.7 C2 働経残片 117 
50 L~20 1471 09 03 僻説観無量寄働経 T12_0365 0342b13-19 11.0 x 11.0 C2 浄土ー 117 
51 L~20 1471 09 04 僻説観無量寄悌経 T12 0365 0342b18-24 16.2 x 9.4 C2 棒士一 117 
52 LM20 1471 10 01 僻説観無量害働経 T12_0365 0342b22-c03 21.0 x 18β C2 浄土ー 117 
53 LM20 1471 10 04 僻説観無量書偽経 T12_0365 0342c08-12 14.5x 10.5 C2 静士一 118 
54 LM20 1471 10 02 僻説離無量毒悌経 T12_0365 0342c17-20 10.3 X8.7 C2 滞土一 118 
55 LM20 1471 10 03 僻説観無量書偽経 T12_0365 0343a01-04 18.9x 7.2 C3 静士一 118 
56 L~20 1455 05 11 備説観無量書悌経 T12_0365 0343b08-10 6.0 X6.6 C1 経帖六 118 
57 L~20 1519 11 03 {弟説観無量蕎悌経 T12_0365 0343c06-08 3.9X4.4 C2 働経残片 118 
58 L~20 1471 11 01 備説観無量書偽経 T12 0365 0343c13-16 10.4 x 6.3 C2 海土ー 118 
59 L~20 1471 11 02 働説観無量書僻経 T12 0365 0343c15-16 8.2 X4.1 C2 浄土一 118 
60 L~20 1471 11 03 悌説親無量書偽経 T12_0365 0343c17-21 12.4x9.1 C2 時土ー 118 
61 L~20 1517 427 悌説観無量寄備経 T12_0365 0343c26-27 4.1 x4.4 C2 写経残片 118 
62 L~20 1452 04 25 働説観無量害保経 T12_0365 0344a05-10 5.5 x 10.5 C1 経帖ニ 118 
63 L~20 1471 11 04 働説観無量寄備経 T12_0365 0344all-19 12.1 x 14.2 C2 浄土一 119 
64 L~20 J504 413上 備説観無量毒備経 T12 0365 0344a12-16 6.5 x 7.4 C1 経文残片 119 
65 L~20 1471 12 01 備説観無量書悌粧 T12_0365 0344c20-0345a02 15.5X 14.0 C2 瀞土一 119 
66 L~20 1456 23 23 悌説観無量毒悌経 T12 0365 0345a02聞04 4.6 x 6.6 C2 経帖七 119 
67 L~20 1471 12 02 イ持説観無量寄備粧 T12_0365 0345a08同13 4.8 x 10.6 C2 静土ー 119 
68 L~20 1471 12 03 働説観無量書悌経 T12_0365 0345a12-16 9.4 x 11.0 C2 浄土ー 119 
69 L~20 1471 12 04 悌説観無量書備経 T12 0365 0345a23-25 6.6 x 5.0 C2 静土一 119 
70 L~20 1471 13 01 働説観無量書偽経 T12 0365 0345a28同29 8.5 x 5.3 C1 海土ー 120 
71 L~20 1505 688 イ弗説離無量毒悌経 T12_0365 0345a29四bOl 8.5 x 5.5 C2 残片 120 
72 L~20 1471 13 02 悌説観無量害働経 T12_0365 0345b02司04 7.0X 5.0 C2 浮土ー 120 
73 L~20 1471 13 03 併説観無量書働経 T12_0365 0345b16-18 7.0 x 5.8 C1 静士一 120 
74 L~20 1503 266 僻説観無量書働経 T12_0365 0345b21-c01 12.6 x 13.7 C2 経帖残片 120 
75 L~20 1471 13 04 悌説観無量害働経 T12_0365 0345b26-c01 8.3X 11.8 C2 静土ー 120 
76 L~20 1503 195 僻説観無量寄備自主 T12_0365 0345c02-07 15.2X 14.2 C2 経帖残片 120 
77 L~20 1471 13 05 僻説観無量書偽粧 T12 0365 0345c16-20 7.9 x 7.5 C3 海士一 121 
78 L~20 1471 14 01 悌説親無量書偽経 T12_0365 0345c25-0346a03 14.2X 13.0 C2 瀞土ー 121 
79 L~20 1471 14 02 悌説観無量寄悌経 T12_0365 0346a06-12 9.7 x 11.5 C2 海士一 121 
80 L~20 1456 31 12 悌説観無量寄悌経 T12_0365 0346a08-12 7.2X7.5 C2 経帖七 121 
81 L~20 1471 14 03 悌説観無量議悌粧 T12 0365 0346a12-13 5.9 x 6.2 C2 海土ー 121 
82 L~20 1471 14 04 悌説観無量毒働経 T12_0365 0346b13-18 12.0X8.3 C1 海土ー 121 
83 L~20 _1506 0880 悌説阿輔陀経 T12_0366 0346c01-03 6.4x4.2 A 残片 * 84 L~20_1471 17 03 悌説阿輔陀経 T12_0366 0346c03心5 5.1 x 5.1 C3 津土ー 122 
85 L~20 1471 16 01 悌説阿禰陀経 T12_0366 0346c07目12 10.3 X7.0 C3 静土ー 122 
86 L~20 1497 31 01 備説阿輔陀経 T12_0366 0346cl1-14 4.9X5.6 C2 小帳七(経文残片)122 
87 L~20_J471 16 02 僻説阿禰陀蛭 T12_0366 0346c12-16 6.5X8.0 C2 浮士一 122 
88 L~20 1471 16 03 悌説阿禰陀経 T12_0366_0346c14-0347a02 4.5X7.5 C2 海土ー 122 
89 L~20 1471 16 04 悌説阿調陀経 T12_0366 0346c15-0347a04 9.5X 12.5 C2 浄土ー 122 
90 L~20 1471 17 01 悌説阿繭陀経 T12_0366 0347a04-10 26.8 x 11.0 C3 油土ー 122 
91 L~20 1471 17 02 悌説阿繭陀粧 T12_0366_0347a06同09 11.2 x 7.8 IC3瀞土ー 122 
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A B C D E F G H 

92 LM20 1514 0476 傍説阿輔陀経 T12 0366 0347a07同10 6.2x 6.1 C2 写経残片 123 
93 LM20 1519 10 13 偽説阿輔陀経 T12 0366 0347a08凶09 2.5 X4.3 C2 係経残片 * 
94 LM20 1471 17 04 僻説阿5爾陀経 T12 0366 0347a10-11 6.3 x 3.2 C2 j手土ー 123 
95 LM20 1471 18 01 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347a13-b03 15.2 x 47.6 C2 浮士一 123 
96 LM20 1490 15 12 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347a16-22 5.7x 12.3 C3 浬繋般若経ー 123 
97 LM20 1471 17 05 僻説阿禰陀経 T12 0366 0347a18-22 4.5X 7.5 C2 浄土一 123 
98 LM20 1502 133 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347a20-27 5.3 x 12.8 C2 経文残片 122 
99 LM20 1506 0923 僻説阿禰陀経 T12 0366 0347a22田24 3.8 x 6.7 C2 残片 * 
100 LM20 1506 0784 僻説阿閣陀経 T12 0366 0347a27-29 5.8X5.2 C2 残片 123 
101 LM20 1459 19 01 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347b01-02 16.3 x4.5 C3 経帖十 123 
102 LM20 1471 18 02 僻説阿捕陀経 T12 0366 0347b01-04 7.3 x 8.4 C2 浄土ー 123 
103 LM20 1471 18 03 僻説阿調陀経 T12 0366 0347b01同06 10.1 x 11.0 C2 瀞士一 123 
104 LM20 1506 0936 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347b回0348a 6.6X4.0 C2 残片 * 
105 LM20 1471 19 01 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347b04-07 7.8X8.7 C2 浄土ー 124 
106 LM20 1471 19 02 僻説阿輔陀経 T12 0366 0347b17同21 20.8x 12.0 C3 浄土ー 124 
107 LM20 1471 20 01 僻説阿捕陀経 T12 0366 0347b19-23 7.5 x 9.2 C2 海土ー 124 
108 LM20 1471 22 03 僻説阿捕陀経 T12 0366 0347b20-23etc. 9.5 x2.2 C3 静土ー 125 
109 LM20 1450 27 08 僻説阿閣陀経 T12 0366 0347b21-24etc. 5.0 x 9.4 D 経帖ー 179 
110 LM20 1471 22 04 僻説阿捕陀経 T12 0366 0347b22-23etc. 7.5 x 4.1 C3 静土ー 125 
111 LM20 1520 16 09 僻説阿蝿陀経 T12 0366 0347b25-28 7.2x6.3 C2 悌経残片 * 
112 LM20 1471 20 02 僻説阿噸陀経 T12 0366 0347b26-29 11.3 x 8.0 C2 静土ー 124 
113 LM20 1471 20 03 僻説阿噸陀経 T12 0366 0347b26-c01 9.0 x 8.1 C2 j宇土ー 124 
114 LM20 1471 21 02 悌説阿捕陀艦 T12 0366 0347c01-06 7.0X9.3 C3 静土ー 124 
115 LM20 1471 20 04 偽説阿繭陀経 T12 0366 0347c01-10 7.8x 14.3 C2 静土ー 124 
116 LM20 1471 21 01 僻説阿捕陀粧 T12 0366 0347c02-08 11.2 x 10.3 C2 i宇土ー 124 
117 LM20 1458 28 07 僻説阿調陀経 T12 0366 0347c02-09 4.5X 13.0 C2 経帖九 124 
118 LM20 1461 17 16 悌説阿捕陀経 T12 0366 0347c09-12 4.5x6.5 C3 経帖十一 125 
119 LM20 1471 21 03 僻説阿捕陀経 T12 0366 0347c12-0348aOl 12.6 x 15.4 C3 海士一 125 
120 LM20 1471 22 01 僻説阿捕陀経 T12 0366 0348a01司11 3.6X6.6 C3 静土ー 125 
121 LM20 1519 10 14 備説阿閣陀経 T12 0366 0348a02-05 3.9X5.5 C2 備経残片 125 
122 LM20 1471 22 02 悌説阿調陀経 T12 0366 0348a03心5 8.0X 6.2 C2 静土ー 125 
123 LM20 1471 22 05 悌説阿捕陀経 T12 0366 0348a14-18 4.5x8.5 C2 静士一 125 
124 LM20 1471 23 01 働説阿調陀経 T12 0366 0348a14-27 10.3 x 12.5 C3 博士一 125 
125 LM20 1471 23 02 栴讃格土悌撮受経 T12 0367 0349c27-0350a06 12.4 x 15.4 C2 i手士一 125 
126 LM20 1456 27 05 栴讃海士悌揖受経 T12 0367 0350a26同29 8.2x 8.0 C2 経帖七 126 
127 LM20 145L3201 阿繭陀僻説冗 T12 0369 0352a23-28 7.5X 6.2 C3 経帖ー 126 
128 LM20 1456 13 13 阿繭陀梯説冗 T12 0369 0352a27-b03 3.9x 7.2 C3 経帖七 126 
129 LM20 1503 200 十住昆婆沙論 巻第一 T26 J521 0023cl1-26 10.7x17.4 AA 経帖残片 21 
130 LM20 1502 095 十住毘婆沙論 巻第四 T26 1521 0036b06目13 9.0X4.1 A 経文残片 61 
131 LM20 1461 08 07 十住見婆沙論 巻第五 T26 1521 0042c24-28 8.0X9圃7 C3 経帖十一 145 
132 LM20 1512 0133 十住見婆沙論 巻第五 T26 1521 0043a05-08 10.8x9.8 C2 写経残片 145 
133 LM20 1471 29 02 十住見婆沙論 巻第五 T26 1521 0044a03-05 14.0 x 8.4 C3 海士一 145 
134 LM20 1458 37 13 十住昆婆沙論 巻第八T26 1521 0060a06-11 11.3 x 7.4 A 経帖九 61 
135 LM20 1497 25 01 十住昆婆沙論 巻第八 T261521 0061b15】19 13.2x4.3 AA 小帳七(経文残片)21 
136 LM20 1501 29 09 十住見婆沙論 巻第十 T26 1521 0072a04-07 5.1 x 5.4 A 小帳十一(経文残片)61 
137 LM20 1520_12_08 十住毘婆沙論 巻第十 T26 1521 0073c05同08 8.5 x 5.5 A 働経残片 61 

138 LM20 1520 12 03 無量書経優波提舎願生偶 T26 1524 0232b21-23 4.2 x 4.8 C2 働経残片 145 

139 LM20 1520 12 04 無量害経優波提舎願生{昂 T26 1524 0232b23-24 3.7X3.3 C2 働経残片 145 

140 LM20 1460 33 19 無量害経優波提舎願生偏 T26_1524_0232c03-07 5刷OX8.5 C3 経帖十一 145 

141 LM20 1464 09 13 観無量蕎経義疏 T37 _1749_0174a28-b02 10.0 x 7.2 C3 経帖十五 148 

142 LM20 1458 13 13 観無量寄経義疏 T37 1749 0185a08-14 11.2 x 8.1 D 経帖九 180 

143 LM20 1452_35_06 離無量害程義疏 T37 1749 0186a24-b01 7.6 x 5.5 D 経帖二 180 

144 LM20 1464 35 04 観経正宗分定善義 巻第一 T37 1753 0268a01-11 14.7x8.2 C3 経帖十五 148 

145 LM20 1451 30 01 阿輔陀経疏 T37_1757_0310c25-0311a05 15.2x9.6 C3 経帖ー 148 

146 LM20 1508 1455 阿調陀経疏 T37 _1757__0317c14-16 5.7X 3.8 C3 写経残片 148 

147 LM20 1451_37_18 阿繭陀経疏 T37 1757 0317c17-18 5.5X 3.7 D 経帖ー 180 

148 LM20 1511 0054 阿繭陀経疏 T37_1757_0320cI1-22 4.6X 7.8 D 写経残片 180 

149 LM20 1507 1134 安祭集 巻上 T47 1958 0004b29-c03 9.5 x 5.4 C3 経文残片 151 

150 LM20 1502 100 安楽集 巻上 T47 1958 0004c01】06 ll.4X 8.3 C3 経文残片 * 
151 LM20 1465 20 03 静士論 巻下 T47_1963_0100c18-22 7.8x4.1 C3 経帖十六 151 

152 LM20 1456 23 20 柱生曜讃偶 一巻 T47 1980 0438c13-17 9.6X 8.5 C3 経帖七 151 

153 LM20 1468 16 01 f主生瞳讃f島 一巻 T47 1980 0439a10-15 12.4X 7.4 C3 経帖十九 151 

154 LM20 1471 25 01 集諸経櫨慨儀 巻上 T47 1982 0462b08-13 8.2X 10.7 D i宇土 182 

155 LM20 1471 24 01 集諸経嘩4隣儀 巻下 T47 1982 0466a20同22 8.0x9.7 D 浄土 181 

156 LM20 1457_03_09 静士五曾念偽諦経観行儀 巻下 T85 2827 1265c08-10 6.9x 3.6 C3 経帖入 154 

157 LM20 1462 31 04 浄土五曾念悌繭経観行儀 巻下 T85 2827 1265c12-15 7.1 x 5.7 C3 経帖十一 154 

158 LM20 1471 28 01 現在十方千五百偽名井雑悌同号 T85 2905 1447c25凶27 10.0X 5.7 C3 j手土 157 
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A B C D 

159 L~20 1460 34 06 不明(悌説阿摘陀経)

160 L~20 1471 02 01 経題(観無量毒働経)

161 L~20_1471 24 02 不明(櫨讃異本)

162 LbA20_1471 25 02 不明(瞳讃異本)
163 LbA20_1471 2802 不明
164 LbA20 1471 28 02四2 不明

165 L~20_1471_28_03 不明

浄土三部経のうち『無量寿経Jは古来「五存七
欠J7)と言われ、現存する漢訳5本の中で康僧鎧

訳と伝えられるものが浄土宗、浄土真宗で読諦さ

れてきた。藤田宏達氏によれば、現存する五訳は

E F G H I 

7.8x 10.5 C3 経帖十一 164 
7.1 x 5.4 C2 浮士一 165 
4.2 x 6.9 C3 静土一 165 
10.2 X6.0 D 浮土ー 187 
5.0 x3.2 C3 海士一 165 
4.2 x3.6 C3 浄土一 165 
9.0 x 8.5 C3 海土一 165 

断片がそれである。すでに図版は公開されている

が、本稿では、その竺法護訳の可能性に言及する

ものである口

以下の通りである 8)0 4 先行研究
①『阿弥陀三耶三仏薩楼仏檀過度人道経jC通称

『大阿弥陀経jJ二巻、呉・支謙訳 (222または

223-228または253年)ただし異説がある。〕

②『無量清浄平等覚経j四巻(後漢・支婁迦識訳

〔実際は、貌・吊延(または白延)訳 (258年頃)

と推定される。ただし異説がある〕

③『無量寿経』二巻、曹貌・康僧鎧訳〔実際は、

東晋・仏陀蹴陀羅と劉宋・宝雲の共訳 (421年)

と推定される〕

④『無量寿如来会』二巻 (r大宝積経』第五会・

巻一七・巻一八)、唐・菩提流支訳 (706-713

年)

⑤『大乗無量寿荘厳経』三巻、宋・法賢訳 (991

年)

この他に、百済康義氏によって紹介されたイス

タンブル大学所蔵の新異訳〈無量寿経〉写本があ

る。ドイツ探検隊が将来して、後にトルコにもた

らされた写本である口当該写本は上下の界線も見

え、 トルファン写本としては非常に整った写本で

33行からなる。北朝前期の末期450年から遅くと

も500年までに書写されたと見られている 9)。百

済氏によって「漢訳された〈無量寿経〉の一部分

であること、しかしながら現行の〈無量寿経〉漢

訳五本の何れとも一致しないことJ10)が論じられ
ている。

そして、このほど、百済氏が報告された異訳と

も異なる新たなく無量寿経〉異訳が旅順博物館所

蔵の写本の中にあることが判明した口つまり大正

大蔵経に平行テキストのない〈無量寿経〉が発見

されたのである。上記リストの通番号33~37の 5

〈無量寿経〉には時代によって、初期〈無量寿

経>(r大阿弥陀経j . r平等覚経jの漢訳二本)
と後期〈無量寿経>(r無量寿経jr如来会jr荘厳
経』、サンスクリット本、チベット訳の五本)が

ある。現行の『無量寿経』は康僧鎧訳でなく、仏

陀蹴陀羅と宝雲の共訳でほぼ一致を見ているが、

初期(無量寿経〉の訳者については諸説があり、

未決の問題であるヘ

香川孝雄氏は『無量寿経Jに関する諸本を対照
研究され、 ir大阿弥陀経』の場合は、訳語に検討
を加えた結果、どう見ても支謙訳を認めることが

できない。道安や僧祐のごとき有力な判定をも敢

えて支識の誤りと退けて、支婁迦識訳の説をとり

たいロ)oJとされ、また、 ir平等覚経』は竺法護
によって、永嘉二年(三O八年)に長安西方の天

水において、世の中の騒然とした情況の下でー避

難民の身でありながら翻訳されたということにな

るであろうω。Jと結論づけておられる。

藤田宏達氏は、『大阿弥陀経』→『平等覚経J
のいう順に成立し、 ir大阿弥陀経』の訳者として
は、第一に支謙が妥当であると考える。もちろん

支婁迦識訳も退けられるべきものではないから、

(中略)第二説として考慮しておきたい。(中略)

『大阿弥陀経』が〈無量寿経〉の最古の漢訳であ

ることは疑いないのである凶。」とされ、また、

『平等覚経』については、「第一に、吊延(または

白延)訳説を採るが、しかし第二に前梁・吊延訳

説、第三に竺法護訳説も考慮しておくことにした

い。本経の訳出年代は、(中略)支謙以降、羅什

以前の、いわゆる古訳時代に位置づけられること
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には変わりがないのである川口」と諸説を認める

立場も表明しておられるD

藤田氏は、「捨土三部経の諸本対照表」を作成

され、写本を含む浄土三部経のほとんどすべての

文献について整理しておられる。藤田氏の調査は

漢訳だけでなく、サンスクリット本(写本・刊本)、

チベット訳、コータン語訳をはじめ、ソグド語・

ウイグル語・酉夏語・モンゴル語・満州語の重訳

にも及んでいる口少し長くなるが、藤田氏の見解

を引用する。

道安当時はどうかといえば、現存の『平等

覚経』が存在していたことは疑いないから、

これとは別に竺法護訳「無量寿経Jが存在し
ていたということになろう口(中略)なぜ

『平等覚経』の中にまったく用いられていな

い「無量寿」の名をもって経名としたかとい

う難点が生ずる。これは、竺法護の他の訳経

に「無量寿Jの訳名を用いたためである、と
解しえないこともないが、やはり氷解という

わけにはいかない同)。

とされる。『無量寿経Jの敦煙・トルファン出
士写本については、敦煙本16点、 トルファン本2

点の計18点を数え、 j莫訳異本については、『大阿

弥陀経』が大英図書館スタイ本に 1点 (S.5058)、

ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクトベテ

ルブルク支部所蔵本に 3点 (R:耳x2927，5217， 

11682)あり、『平等覚経』の断片がスタイン本1

点 (S.408)あると、整理されている問。そのう

ち、『無量寿経Jのトルファン写本1点に数えら
れている『二楽叢書』第 1号所収の写本について

は、「三部経の断片は活字印刷のみで写真は掲載

されていないし、現物も見ることができない。す

べて小さな断片で破損が甚だしいようである D

『無量寿経Jについては断片13紙の間で字句の重

複する場合が1例あり、少なくとも 2点の写本が

存在したことJ18)が分かるとされており、現在、
旅順博物館に所蔵されている浄土教写本について

は、二楽叢書の釈文によっておられる。

5 旅順博物館所蔵〈無量寿経〉写本

本稿で提示する旅順博物館所蔵写本は、現行の

『無量寿経』所収テキストと相違し、明らかに初
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期〈無量寿経〉の形態を示している。しかも、用

語や字句において現行の『大阿弥陀経jr平等覚
経Jと一致していない。このことを知る契機とな
ったのが、以下に挙げる第一断片(上記リスト通

番号33)である。断片番号LM20_1490_14_0119)は、

第2行目の冒頭部が欠損しており、冒頭の文字は

解読困難であったが、他の断片から類推して一応

『僻説無量清浄平等質経j(T12_0361_0293b16四20)

に同定しておいたのである。

筆跡の点からも、トルファン出土写本の中でも

4 -5世紀の隷書風の書体であり、紙質、界高な

ど、総合的に判断して、北朝前期(3世紀末-5 

世紀前半 (A万円に属する最古級の浄土教写本

であることが分かる。

以下にその釈文を記載する。

釈文

凡例

・行番号を冒頭に示した。

-断片番号の意味するところは以下の通り制。

例)LM20_1450_01_01 

LM = Lushun Museum旅順博物館、 20_1450=新

彊出土文物の整理番号(同館では 120.1450J

と表記される)、 01=第1ページ、 01=第1断

片

・校異は、『大阿j : r僻説阿弥陀三耶三備薩棲
備檀過度人道経j(通称『大阿弥陀経jJ大正

12， No. 362 

『平等j : r傍説無量清浄平等質経j大正12，
No.361 

『無量j : r僻説無量書経』大正12，No.360 
-口:未判読文字(大正蔵でも復元できない場

合)

[ ] :欠損文字を示す。筆画が残存している

部分で大正蔵より類推可能な文字については、

判読の可否を問わず、半角括弧で示す口

[ J :写本に欠如した部分を示す。大正蔵か
ら補える箇所については文字を入れる。但し、

第一行目行頭部分と最終行の行末に文字が残っ

ていない部分がある場合は、文字数の確定が困

難なため、先端または末尾の括弧は閉じない。



LM20_1490_14_01 (f浬繋般若経ニJ)

LM20_1462_29_01 (f経帖十三J)

01其後〕首復[何] [益J[但心中] [，陳恨慕及等爾悌
02言無量J[需]悌園諸菩薩阿羅[漢衆等大] [道東
03曾自都J[集拘心制] (意端身正J[行遊戯洞達]倶
校異

02蕎=陀: r大阿』、浄: r平等J
02-03: r平等』より補う。

『大阿JT12-0362-0311b28-c03

其後盆盆血益1!!止虫懐恨慕及等爾悌
言阿繭陀悌圏諸菩薩阿羅漢衆等大衆

曾自然都集拘心制意端身正行遊戯洞達倶

『平等JT12-0361-0293b16m20

其後輩盆但益但止虫懐恨慕及等耳悌言

無量j青海悌園諸菩薩阿羅漢衆等大道緊

曾自都集拘心制意端身正行遊戯i岡達倶

01 J口〔
02共観〕経行道和好[習文] [才猛智慧志若虚空精

03進J[求願]心終不復中韓終無有[，隣極時] [難求道
04外若遅緩J[内]濁急疾容容虚空這得[其] [ 
校異

02習文=文習: r平等J、久習: r大阿j(反転符号有れば文習)
03中韓:中梱意終不復轄: r大阿j . r平等j(佃=廻)
04濁=濁: r大阿』、濁験: r平等』
04虚空這=虚空適: r大阿』、虚空中適: r平等J

『大阿jT12_0362_0311c04-07 

共観経行道和好久習才猛智慧志若虚空精

進求願d心終不復中個意終不復轄終無有'慨極時雄求道

外若遅緩内猫急疾容容虚空適得其

『平等jT12_0361_0293b21-24 

共親経行道和妊文習才猛智慧志若虚空精

進求願JL~終不復中掴意終不復車事終舞有'慨極時難求道

外若遅緩内濁j験急疾容容虚空中適得其
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LM20_1454_08_07 (f経帖五J)

LM20_1462_35_01 (f経帖十三J)
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01 [所適貧無有] C衆悪暇械其志願皆安定殊好無〕

02曽扶減求道和政不〔誤傾邪准望道法随経〕

03 [令不]敢違失嵯朕猶若縄墨遊於八方[上] C下無〕

04 C有J[遺幅]自在所[欲]至到無窮無極戚然[為] C 
校異

02曽=増: r大阿j . r平等J、政=正: r大阿j . r平等』
03猶若=若: r大阿』 ・『平等』
03縄墨遊於八方=於縄墨遊於八方: r平等』、於八方: r大阿J

『大阿jT12_0362_0311c09-13 

所適貧無有衆悪暇穣其志願皆各安定殊好無

増蝕減求道和正不誤傾邪准望道法随経約

令不敢違牒朕若於八方上下無

有連幅自;在所欲至到無窮無梅成然為

『平等』 T12-0361-0293b26-cOI

所適合無有衆悪暇穣其志願皆安定殊好無

増訣減求道和正不誤傾邪准望道法随経約

令不敢違失嵯朕若於縄墨遊於八方上下無

有遵幅自在所欲至到無窮無梅戚然為

01為虚無空[立] C淡安無欲作徳善願童心求索含〕

02哀慈慰精進中表[櫨義都] C合通洞無違和}II買〕

03 [副]稀褒羅表裏解脱過度敢昇入於[泥]C担長輿〕

04 C道J[徳]合明自然[相]保守善意滋滋真真〔了潔〕
05 C 

校異

01 r平等』より補う。

〕口口〔

03褒=r大阿』、直: r平等j、解脱過度=過度解脱: r大
阿』 ・『平等j(過と度の聞に反転符号有)

03敢=r平等j、能: r大阿』
03於=r平等J、欠: r大阿』
04善意_.快意之:r大阿』・ 『平等J
04滋滋真真=r平等』、滋真滋真:r大阿J

『大阿』 T12-0362-0311c1418

為虚無空立恢安無欲作得善願壷心求索含

哀慈慰精進中表鵡義都合通洞無違和順

副稿褒羅表裏過度解脱能升入泥湿長輿

道徳合明自然相保守快孟之滋真滋真了潔

『平等』 T12-0361-0293cO2-07



LM20_1453_17 _03 (i経帖四J)

為虚無雫立淡安無欲作徳善願謹心求索含

哀慈態精進中表瞳義都合通洞無違和順

副稲荷羅表裏過度解脱敢昇入於泥垣長輿

道徳合明自然相保守快意之滋滋真真了潔

01之曜照[曜照開](達明徹自然中自然相自然之有根本自〕

02然成五光五光至九色九色参[廻轄]敷[百](千更嬰最勝之自〕

03 [然]自然成七賓横撹成高物光精参[明倶] C出好甚妹無〕

04 [有]極其園土甚好如此何不力急為善〔念道之

05白J[然著於無上] C下洞達無遺J[幅指志] C 
校異

01曜=耀: r大阿j . r平等J
01曜照開=耀照亘開: r大阿J、照一旦開: r平等j(元本は亘)
02 r平等』より補う。
04甚好如此=甚若此: r大阿』、甚妹好若此: r平等J
04不力急=不力: r大阿』 ・『平等』

『大阿jT12_0362_0311c20-26 

之耀照耀照亘聞達明徹自然中自然相然之有根本自

然成五光五光雫九色九色参佃轄敷百千更饗欝車之自

然自然成七曹横摺成高物光精参明倶出好甚妹無

有梅其圃士甚若此何不力為善念道之

自然著於無上下洞達無遺幅指志

f平等jT12_0361_0293c08-14 
之熔照照一旦開達明徹自然中自然相自然之有根本自

然成五光寺ミ九色五光至九負参廻輔教百千更饗最勝之自

然自然成七曹横擢成寓物光精参明倶出好甚妹無

有極其園士甚株好若此何不力為善念道之

自然著於無上下洞達無遺彊担卒

第1断片は、『大阿j . r平等』とほぼ一致す
るものの「無量寄怖圃」という用語がいずれにも

存在しない。また、第2断片は、「文習Jという

訳語を持つ点で『平等』に近く、第3断片にある

「若縄墨遊於八方」と言う表現が、『平等Jにのみ

見られ、第4断片も細部の相違はあるがほぼ『平

等Jに同定できょう。第5断片は、写本に見えて

いない箇所に異同があるが、残念ながら破れてい

るためどちらとも決定しがたい口つまり、この 5

断片は、書体をはじめ紙色・紙質などの点で、同

一写本の離片であることは疑い得ないが、その内

容を吟味すると、初期〈無量寿経〉の中で、いず

れかに決定するとすれば『無量清静平等覚経』に

近いとは言えるであろう口特に断片の「無量寄悌

園Jという表現は、いずれにも存在しない用語で
あることから、当該写本が、現行漢訳に該当しな

いテキストを持っていることになる。初期〈無量

寿経〉として、相互に非常に類似している『大阿

弥陀経』と『無量清浄平等覚経Jとが、二本とし
て扱われているように、単なる訳語の相違とは言
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えない重要な相違であり、別テキストとして理解

しなければならないであろう口

以下、上記5断片の録文に『平等』大正蔵から

補ったテキストを補足して提示する。

テキストの復元

01其後輩盆但益隼止虫恨恨慕及等爾倒

02言無量書悌圏諸菩薩阿羅漢衆等大道来

03曾自都集拘心制意端身正行遊戯洞達倶

04相随飛行幡輩出入供養無極歓心喜築紫

05共観解行道和好習文才猛智慧志若虚空精

06進求願心終不復中韓終無有僻極時雄求道

07外若遅緩内猫急疾容容虚空這得其中中表相

08膳自然巌整披紋端直身心浮潔無有愛欲有

09所適倉無有衆悪暇械其志願皆安定殊好無

10曽蝕減求道和政不誤傾邪准望道法随経

11令不敢違失嵯朕猶若縄墨遊於八方上下無

12有遺幅自在所欲至到無窮無極戚然為道

13恢廓慕及蹟蕩念道無他之念無有憂思自然無

14為虚無空立淡安無欲作徳善願童心求索合

15哀慈感精進中表膿義都合通洞無違和順

16副稽褒羅表裏解脱過度敢昇入於泥垣長輿

17道徳合明自然相保守善意滋滋真真了潔

18白志願高無上清瀞定安静柴之無有極善好無有比謀説

19之曜照曜照開達明徹自然中自然相自然之有根本自

20然成五光五光雫九色九色参週韓数百千更饗最勝之自

21然自然成七賓横措成高物光精参明倶出好甚妹無

22有極其園十甚好如此何不力急為善念道之

23自然著於無上下洞達無遺鍾誼孟

この部分は、いわゆる「五悪段」の直前にあた

り、香川孝雄氏の諸本対照泣)によると、サンスク

リット本、チベット訳に対応箇所がなく、現行の

『無量寿経Jでは、わずかに以下の部分が相当す

るのみである。(下線部は当該写本との平行箇所)

『無量寿経jT12_0360_0274b18-21 

盤告禰勅菩薩諸天人笠

無量書圏整問葺薩功徳智慧不可稽説又其

圏ヰ微妙安梁清j事若此何不力為善念道之

自然著於無上下洞達無揚際

当該写本の「無量書悌園」に相当する部分が
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「無量害園」となっているほか、後半部分がほぼ

同ーとなっている点が注目される口この写本が

「七欠」とどう関係するのかは、比較対象がない

ため決定することは不可能である。ただし、経名

や、トルファン地区から出土した古写本の中に、

元康六年 (296)書写の『諸仏要集経Jはじめ、
竺法護訳のものが多数発見されている却ことが、

何らかの手がかりとなるかも知れない。もちろん、

未だ、本写本の経題や奥書が見つかっておらず、現

時点では確定できないものの、一つの可能性とし

ては提示できるのではないかと考えるD

6 新彊出土『無量寿経J類写本について

断片番号L1120_1490_14_01は、第2行自の冒頭

部が欠損しており、官頭の文字は解読困難であっ

たD この文字が「津Jであれば『備説無量清潜平
等質経j(T 12_0361_0293b 16-20)、「陀」であれば

『大阿輔陀経j(T12_0362_0311b29-c02) と)なる

が、他の写本との類推から比較的蓋然性の高い前

者に同定したのであり、確信を持つで決定したわ

けではなかった。

しかし、 2005年の「旅順博物館蔵新瞳出土漢文

仏経国際学術研討会」に参加された新彊ウイグル

自治区博物館館員・段福蘭氏を通じ、同館所蔵の

『悌説無量清浮平等質経j写本の情報と画像デー

タの提供を受けたD この写本を詳細に検討した結

果、大正蔵所収テキスト (T12-0361-0299b04-23)

と相違することが判明した。同館には、浄土経典

の写本が、 65TIN:39、65TIN:40、65TIN:42、

65TIN:45の4件 5点あり、『僻説無量清津平等質

経j(65TIN:39， 40， 42， 45) と『大阿繭陀経』

(65TIN:39) に同定されている。『悌説無量清潜平

等畳経』は、巻三 (65TIN:39，40， 45) と巻四

(65TIN:42)に集中している制。

特に、 65TIN:42は、大正蔵で「無量注盗悌園」

とある箇所について、写本中の 8箇所すべてが、

「無量量備園」となっていること、写本で「不退

韓」と意訳されている箇所が「阿惟越致」と音訳

されていること、第十一備から第十三備の名称が

挙げられるが、その訳語が相違していることなど

である。ちなみに『大阿輔陀経j(呉月支園居士

支謙譲)の当該箇所は、「阿繭陀悌園」となって



いる口

この写本は、旅順博物館所蔵写本とは接合しな

いものの、 AA期に属するほほ同時期の同系統の

写本であり、『大正蔵』の現存テキストとは相違

した異訳の無量寿経類と考えられるお)。他機関と

の研究連携によって、不明箇所が明らかになるこ

との証左であろう。

釈文

01 J諸菩
02 J [爾]時四口口口[不]退韓皆智慧勇猛

03口[供養無央敷諸]悌心倶一時願欲往生皆首

(以上は別テキストと考えられる)

04生無量寄悌園他方異圏第十一悌名

05騨超論其園有高二千菩薩皆嘗往生

06 (無〕量書偽圃他方異圏第十二悌名口

07口施其固有諸菩薩無央敷諸不可

08 (復〕計皆不退韓皆智慧勇猛各供養

09無[央]敷諸僻己心倶一時願欲往生皆

10嘗生無量書f弗園他方異園第[十三悌]名

11口口句其園有七百[九十億]菩薩。皆嘗

12往生無量書偽園備〔言是〕諸菩薩皆不

13 [退]韓諸比丘僧中及小菩薩輩無央

14 [敷皆J[首]柱生無量書悌圏不調是第

15十四悌圏中諸菩薩嘗往生也都[八方]

16上下無央敷悌園諸菩薩輩各各是]

17 [皆首往生]無量書〔悌園其J[無]央敷[都]
18 [共J[往]曾無量毒[悌園] [大衆〕多不可計
19 [我〕但説八方上下無央敷悌名字童

20 [夜一J[劫]尚未寛我但復説悌圏諸比丘
21僧衆菩薩首往生無量寄悌園

22人数説之ー劫不休止尚未克我[但為若

23 [曹J[線撹]小説之耳

24 [偶語阿J[難]莫能勝菩薩等其世間帝王[人]

校異 (04-24行まで)

04無量寄=阿弥陀: r大阿』、無量清海:
『平等J

05騨超論=和羅那惟子察膝: r大阿』、慧
競:r平等J
06無量書=阿弥陀: r大阿J、無量清海:
『平等J

06口口施=沸覇国耶察: r大阿』、無上華:

『平等』

07諸不可=不可: r平等』
08不退韓=阿惟越致: r大阿J. r平等J
09己心倶一時=以一時倶心: r大阿J. r平
等J(以=巳: r大阿J三本・『平等』の
元明本)

10無量蕎=阿弥陀: r大阿J、無量清津:
『平等』

11口口句=随阿閲祇波多察: r大阿j、築大
妙音: r平等J
12不退轄=阿惟越致: r大阿J. r平等J
14無量書=阿弥陀: r大阿』、無量清浄:
『平等J
14第=欠: r大阿J. r平等J
18無量寄=阿弥陀: r大阿J、無量清津:
『平等j

21無量毒口阿弥陀: r大阿J、無量清海:
『平等』

22莫能勝=阿逸: r大阿J. r平等J

『大阿JT12_0362_0317b03-21 
04生阿禰陀僻園他方異圏第十一偽名

05和羅那惟子察膝其園有高二千菩薩皆嘗往生

06阿嫡陀悌園他方異圏第十二偽名沸

07覇園耶察其園有諸菩薩無央数不可

08復計皆阿惟越致皆智慧勇猛各供養

09無央敷諸備以一時倶心願欲往皆

10嘗生阿繭陀悌園他方異圏第十三備名

11随阿閲祇波多察其園有七百九十億菩薩皆嘗

12柱生阿捕陀悌囲悌言是諸菩薩皆阿

13惟越致諸比丘僧中及小菩薩輩無央

14敷皆嘗往生阿嫡陀悌圏不濁是

15十四悌圏中諸菩薩嘗往生也都八方

16上下無央敷悌園諸菩薩輩各各是

17皆嘗往生阿繭陀備闘甚無央敷都共

18往曾阿繭陀悌園大衆多不可計

19我但説八方上下無央敷諸働名字書

20夜一劫尚未寛我但復説諸悌圏諸比正

21僧衆菩薩首往生阿繭陀悌園

22人数説之一劫不休止尚未寛我但為若

23曹纏撹都小説之禰

24悌語阿難阿逸菩薩等其世間帝王人
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『平等JT12-0361-0299b04-23 
04生無量清浄備園他方異圏第十一偽名

05慧静其園有高二千菩薩皆嘗往生

06無量清浮備園他方異圏第十二傍名無

07上華其園有諸菩薩無央敷不可

08復計皆阿惟越致皆智慧勇猛各供養

09無央敷諸備以一時倶心願欲往生皆

10嘗生無量清浮悌園他方異圏第十三悌名

11築大妙音其園有七百九十億菩薩皆首

12往生無量清海悌園悌言是諸菩薩皆阿

13惟越致諸比丘僧中及小菩薩輩無央

14数皆嘗往生無量清浄悌圏不調是

15十四備圏中諸菩薩首往生也都八方

16上下無央敷備圏諸菩薩輩各各如是

17皆嘗往生無量清浮悌園其無央敷都

18共往曾無量清浄悌園大衆多不可復計

19我但説八方上下無央敷悌名字書

20夜一劫尚未寛我但復説悌圏諸比丘

21僧衆菩薩嘗往生無量清海僻園

22人数説之一劫不休止尚未寛我但為若

23曹糠撹都小説之耳

24備語阿難阿逸菩薩等其世間帝王人

7 おわりに

旅順博物館に所蔵される 5点の〈無量寿経〉写

本の漢訳者が一体誰なのか、現時点では決定する

ことはできないが、この資料が竺法護訳出の〈無

量寿経〉の可能性を否定することもできない。そ

の場合は、初期の〈無量寿経〉とおそらく同ーも

しくは非常に類似したテキストからの翻訳であろ

つ。
先述した通り、百済氏が発見されたイスタンブ

ル大学所蔵の写本 (No.31-1 26)) により、〈無量

寿経〉は五存ではく「六存」であることを知らし

めることになった。今回旅順博物館との共同研究

の過程で明らかとなった写本も、断片的ではある

が、やはり現行の諸〈無量寿経〉テキストとは異

なるものであることが判明した。新彊ウイグル自

治区博物館所蔵写本によって、旅順博物館所蔵資

料の中で不明で、あった一字を読むことができたば

かりでなく、初期〈無量寿経〉に属する新たな写

本の存在をも提示させるものとなった。

40 国際丈化研究第12号 (2008)

香川孝雄氏は、『平等覚経Jを竺法護訳である

とされているが、その根拠の一つが、訳語の問題

であった口竺法護が「すでに漢訳されてあった経

典を参酌して、改訳する必要のないところは、前

代の訳をそのまま使用している場合がある2九」

といわれるが、これをそのまま当該写本に適用す

ることも可能である。また、新彊ウイグル自治区

の写本では、『大阿弥陀経.]r平等覚経』ともに
「阿惟越致」とある箇所が「不退韓」、同様に「阿

逸菩薩」が「莫能勝菩薩」と意訳されており、む

しろこちらの方が、支謙訳お)(あるいは竺法護訳)

にふさわしいと考えられるのである。

さらに『道安録j(374年頃)に記載され、『出

三戴記集J(502-515年頃)巻二に記し、『法経録』
(594年)、『歴代三宝紀.](597年)、仁寿録.](602 

年)、『大唐内典録J(664年)、『静泰録J(666年)、
『古今訳経図紀J(-640年ー)、『武周録J(695年)、
『開元録J(730年)、『貞元録J(800年)が、例外
なく、竺法護訳を記載している点は見逃せない。

これは支謙訳『大阿弥陀経』も同様であるが、こ

れについては藤田宏達氏をはじめとする多くの学

者がその存在を支持している。一方で竺法護に

〈無量寿経〉の翻訳がされたことは分かつている

が、それが現行のどれかの経典にあたることを決

定することは困難であろうと考える。その場合、

新たな初期〈無量寿経〉写本が発見された場合、

少なくともその候補として挙げることは承認され

るであろう。

竺法護は、太始二年 (266)r須真天子経』から
永嘉二年 (308)r無量書経J(1月21日)r普曜経J
( 5月)まで、の42年間翻訳活動を行ったという 29)口

『出三戴記集』巻二には、

「無量寿経二巻 ー名無量清浄平等覚経J30) 
「竺法護無量寿二巻を出だす。或いは無量清浄

平等覚と云う口」叩

藤田宏達氏は、 rT無量清浄」という仏名が、竺
法護訳の経典にはまったく認められぬことであ

る。竺法護は阿弥陀仏名としては、「阿弥陀」と

「無量寿」あるいは「無量」という訳語を使って

いるだけで、「無量清浄」という語を用いること

は決してない刻。」とされ、竺法護の訳語に「無

量寿」の語があることを示しておられる。

現存経典名と重複していることが、問題を複雑



イじさせていると思われるD 現行の『平等覚経jお

よび『無量寿経Jとは別名の、しかも現行の『平
等覚経jに類似した竺法護訳の〈無量寿経〉があ

ったと考えれば、訳語の離離の問題は解決できる

のではないだろうか。このことについては、別稿

を期したいが、これらの写本によって、香川氏の

見解も、藤田氏の見解も組離なく解決できるので

はあるまいか。「無量寿(仏国)Jという言葉が多

用されている当該写本は、むしろ『無量寿経』と

いう経題の方が適切である 3九現存しない竺法護

訳に近接した訳の可能性を示すものと考える。

もちろん、訳者の決定には種々のハードルがあ

り、本稿では、積極的に竺法護訳であることを結

論づけるだけの根拠を持ち合わせていない。ただ、

竺法護訳でないと断ずることもできないであろ

う。現時点では、資料を提示するにとどめ、暫定

的に可能性を残しつつ、今後、大英図書館国際敦

煙プロジ、エクト (InternationalDunhuang Project) 

によって進められている、世界の写本がウェッブ

上で閲覧可能となれば、さらに多くの断片が接合

または関連資料として補強してくれるであろう。

以下、この写本が竺法護のものと仮定した場合

の成立の状況を示しておきたい。(①から⑤は

「五存J)

1 r大阿弥陀経J訳出(支謙 (222-253の間)あ
るいは支婁迦識 (178-189の間))→現行の支謙

訳①

2 r平等覚経』訳出(吊延(白延)256-259頃)
→現行の吊延訳②

3竺法護訳成立 (308年)→写本として、流布(後

に欠本)

4 r道安録』に記載 (374年頃) (無量寿経)
5 r無量寿経』訳出(仏陀駿陀羅・宝雲共訳421
年) (新無量寿経)→現行の康僧鎧訳③

6 r無量寿如来会j(菩提流支訳706-713年)④
7 r大乗無量寿荘厳経』法賢訳991年)⑤

[注1
1 )大谷探検隊収集資料の国内外の所蔵状況は以下の

通りである。

国外にあるもの

'A群・・・中国に保管されているもの
A-1群・・・旅順博物館所蔵コレクション

A-2群・・・中国国家図書館所蔵コレクション

.B群・・・韓国に保管されているもの

B群・・・ソウル国立中央博物館所蔵コレク

ンヨン

国内にあるもの

'C群・・・日本の国立博物館に保管されている

もの

C-1群・・・東京国立博物館所蔵コレクション

C-2群・・・京都国立博物館所蔵コレクション

.D群・・・龍谷大学に保管されているもの
D-1群・・・大谷家寄贈分(木箱二個内のコ

レクション)

D-2群・・・探検隊将来敦埠写経若干巻

(西域文化資料501-537)

D-3群・・・橘瑞超氏寄贈敦埠写経六巻

D-4群・・・古川小一郎氏寄贈分(写真原板、

流沙残闘)

D-5群・・・堀賢雄、渡辺哲信の日記 (r新西

域記J未収分)
.E群・・・個人・機関の手にあるもの

藤枝晃「大谷コレクションの現状Jr仏教東漸一
祇園精舎から飛鳥までj(龍谷大学350周年記念学

術企画出版編集委員会)1991， pp.223-230o 

その他、憂信祐爾氏によれば、出光美術館、

MOA美術館、シルクロード研究所、天理大学付属

図書館、東京大学東洋文化研究所、根津美術館に

所蔵されているとされる。塞信祐爾「龍谷大学コ

レクションを除く日本国内に現存する大谷探検隊

将来遺品についてJr西本願寺仏教伝播の道踏査
100年展締綱路の至宝J(佐川美術館，2002)p.21o 
藤枝晃「大谷コレクションの現状Jr仏教東漸-
祇園精舎から飛鳥までj(龍谷大学350周年記念学

術企画出版編集委員会)1991， pp.223-230o 

2)図録:旅順博物館・龍谷大学共編『旅順博物館蔵

トルファン出土漢文仏典断片選影J法蔵館、
2006 

論文集旅順博物館・龍谷大学共編『中国旅順博

物館蔵トルファン出土漢文仏典研究論文集』

京都:龍谷大学仏教文化研究所・西域研究

会、 2006

3 )これまで日本国内では、以下の展覧会が開催され

ている。

①1988年「中国遼寧省文物展一遼寧省博物館・旅

順博物館コレクションから j神奈川県

立歴史博物館

②1992年~1993年「旅順博物館所蔵品展一幻の西

域コレクション」、京都文化博物館(京都

新聞社主催)ほか、高松、名古屋、東京、

福岡で巡回開催 (87件114点)

③2002年 4 月 16 日 ~7 月 14日「赫綱路の至宝旅

順博物館仏教芸術名品展J、佐川美術館
(83件92点)
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④2007年 7 月 14 日 ~8 月 26 日「旅順博物館展一西

域仏教文化の精華」旅順博物館展実行委

員会、青森県立美術館

④では、過去最大の100点が出陳され、過半数の

51点、が日本初公開であった。しかも、中国の国宝

に当たる一級文物が15点、新彊地区の文物が64点

を占めた。

4)断片を貼付した「藍冊」と称する資料の全容は以

下の通りである。

総冊数・..52冊(大冊41、小冊11)

形状・・・台紙を連ねた折本型(大冊は38ベ

ージ、 I~争土ー」は29ページ)

大きさ・・・大冊 45.3 x 30.2 x 5.1cm 

(20.1489 I浬襲般若ー」で計測)
小冊 24.2 x 18.2 x 4.7cm (20.1493 

「経文断片」で計測)

表紙・・・以下の 3種の整理ラベルなどが添

付されている。

①日本人による整理ラベル

②ソ連統治下で押された整理スタンプ

③旅順博物館の整理番号 (20.1450~

20.1501) 

断片数・ー.16，035点(大冊合計13，667+小冊合

計2，368)

・大冊には、一冊につき58点から1，118点、平均
約333点の断片が貼付されている。

-小冊には、一冊につき 166点から324点、平均

約215点の断片が貼付されている。

内容・・

大冊: I経帖ーJ~ I経帖二十一」、「浄土-J、
「経帖焼J、「焼経」、「外経-J I外経二」、「法華
経第一帖J~ I法華経第十帖」、「木版経一JI木
版経二J、「浬繋経ム「浬繋般若経-J I浬襲般若
経二J(41冊)
小冊: I経文残片J11冊

5) I藍冊」を含む総断片データ数27，620点、のうち既同
定分15，405点をもとに、主要な経論の割合を算出し

たものが以下のリストである。法華経や浬襲経が

多く、海土経論が非常に少ないことが窺える。な

お点数については、今後の研究により変動する可

能性もあるため、概数にとどめる0

・法華経・・・・・約4020点(約26%)

・浬襲経・・・・・約2820点(約18%)

・般若経類・・・・約1920点(約12%)

・大般若経・・・・約780点(約5%)

・金光明経・・・・約650点(約4%)

・大智度論・・・・約490点(約3%)

・浄土経論・・・・約160点(約1%)

6 )第二次、第三次探検に参加し、写本整理にもかか

わった橘瑞超は、「摩尼ノ妙珠量ニ径すヲ以テ優劣

ヲ論ゼンヤ半偶既ニ捨身ノ要アリ妙典字々尽ク法

42 国際文化研究第12号 (2008)

舎利ニ非ラザルナシJ(r二楽叢書』第一号序文、
1912) と記している。どんなに小さな断片であっ

ても、それは「宝」であり、釈尊の遺骨にも匹敵

する「法舎利」と受けとったのである。単なる反

故や紙屑ではなく、どんなに小さな極小断片であ

っても、それを収集し持ち帰った理由は、考古学

的発見への野心や学術的関心からではなかったで

あろう。

7)藤田宏達氏は、唐の智昇の『開元録.1 (730年撰)

に記載された十一訳に、その後、訳出された宋代

のー訳を加えて、翻訳年代順に以下のように「五

存七闘Jを列強されている。
(1) r無量寿経J二巻、後漢・安世高訳[閥〕
(2) r無量清浄平等覚経』二巻(また直ちに「無量
清浄経Jと云う)、後j莫・支婁迦識訳
(3) r阿弥陀経』二巻(内題に「仏説諸仏阿弥陀三
耶三仏薩楼仏檀過度人道経Jと云う)呉・支謙
訳

(4) r無量寿経J二巻、曹魂・康僧鎧訳
(5) r無量清浄平等覚経』二巻、曹説・吊延訳〔闘〕
(6) r無量寿経』二巻(また、「無量清浄平等覚経」
と云う)、西晋・竺法護訳〔闘〕

(7) r無量寿至真等正覚経』一巻(ーに「楽仏土楽
経」と名づけ、ーに「極楽仏土経」と名づく)、

東晋・竺法力訳〔闘〕

(8) r新無量寿経』二巻、東晋・仏陀蹴陀羅訳〔闘〕
(9) r新無量寿経j二巻、劉宋・宝雲訳〔閥〕
(10) r新無量寿経j二巻、劉宋・曇摩蜜多訳〔闘〕
ω『無量寿如来会』二巻町大宝積経』第五会・巻
一七・巻一八)、唐・菩提流支訳

ω『大乗無量寿荘厳経J三巻、宋・法賢訳
藤田宏達『浄土三部経の研究j岩波書底、 2007，

pp.35-36o 

8)藤田宏達前掲書p.36

9 )藤田宏達氏は、当該写本が、「七関」の中で最も近

い『新無量寿経』二巻、曇摩蜜多 (Dharmamitra，

訳経年代424-442訳である可能性を示唆しておられ

るが、いずれにしても、百済氏の見解を受けて

11五存」を「六存」に改めるべき新資料」と認識
しておられる。藤田宏達前掲書p.38

10)百済康義「漢訳<無量寿経>の新異本断片Jrイン
ド哲学と仏教.1 (藤田宏達博士還暦記念論集)平楽

寺書庖， 1989， pp.389同390。

11) r大阿弥陀経Jを支謙訳とするのは、常磐大定、
望月信亨、椎尾弁匡、平川彰、藤田宏達、静谷正

雄、鎌田茂雄、稲城選恵などの諸氏であり、支婁

迦識訳を主張するのは境野黄洋、北川賢浄、塚本

善隆、干潟龍祥、岩松浅夫、丘山新などの諸氏と

いう。『平等覚経Jが吊延訳との説は、加藤智学、
椎尾弁匡、荻原雲来、泉芳環、大野法道、春日井

真也、干潟龍祥、藤田宏達、片山了仙の諸氏であ



り、竺法護訳説は、香川孝雄氏の他、境野黄洋、

望月信亨、北川賢i争、小野玄妙、常盤大定、塚本

善隆、津田左右吉、結城令問、鈴木宗忠、稲城選

恵の諸氏という。

香川孝雄 n争土教の成立史的研究J山喜房備書
林、 1993，pp.17-39参照。

12)香川孝雄前掲書p.270

13)香川孝雄前掲書p.51。香川氏は、「支謙の訳語は、

出来る限り、中国人に理解できるように、意訳語

を用い、しかも簡略を好んだところに特色がある

といえよう。 (p.21)Jとされて、音訳語の多い

『大阿弥陀経』の訳者でないと決定される。

14)藤田宏達前掲書p.460

15)藤田宏達前掲書p.530

16)藤田宏達前掲書p.790

17)藤田宏達前掲書pp.546-5470

18)藤田宏達前掲書p.1510

19)旅順博物館・龍谷大学共編『旅順博物館蔵トルフ

アン出土漢文仏典断片選影』法蔵館2006，p.5に図

版を掲載している。

20)龍谷大学「西域研究会」では、以下に挙げる藤枝

晃 [1987J [2005J、百済康義 [2003Jの分期法に

準拠しながら、新たな基準の策定を試みた。本稿

で記載したAAの年代基準は、基本的に藤枝晃氏の

業績によるところである。

AA' . .北朝前期 3世紀末-5世紀前半(北涼

時代まで)

A' . .北朝後期 5世紀前半-6世紀中期(麹氏

高昌園前期まで)

A' . .高昌国期 6世紀前半-7世紀中期(麹氏

高昌園滅亡まで)

C'・・唐代(7-10世紀)

C1' . .高呂田末期~唐時代

C2・・・唐時代

C3・・・唐時代~ウイグル期

DT' .・ウイグル期(9世紀中期-11世紀)

C1~C3は、藤枝分期法 (AA， A， A'， C， D) には

なく、旅順博物館所蔵資料を整理するにあたって、

便宜的に設定したものである。

今後、できうる限りのサンプリングを行い、よ

り客観性のある、つまり今後どこでどのような写

本が発見されでもある程度の判定が可能となるよ

うな標本の作成が求められる。また、同定結果や

書体だけでなく、紙の形状・色・質などの情報が

正確に得られれば、より精度の高い年代判定基準

が確立されていくことになろう。現在、北海道大

学名誉教授石塚晴通氏により、書写年代の確実な

敦埠写本の文字標本が暫定的に公開されている。

また、 IDPの海外プロジェクトマネ}ジャーImre

GALAMBOS氏により、コンピュータ上で半自動的

に文字を切り取り標本化するソフトの開発が行わ

れている。トルファン出土写本は、世界各国に分

蔵されている。それらをただ研究者の直感のみに

たよることなく、データベース化された基準に照

らすことができるならば、さらに接合と復元を可

能とするであろう。

-藤枝晃「中国北朝写本の三分期Jr古筆と国文学J
(古筆学叢林第一巻)古筆学研究所編、八木書庖、

1987，pp3四360

・藤枝晃編『トルファン出土仏典の研究一高昌残

影釈録』法蔵館、 20050

・百済康義「漢字文化圏の書と表現の跡Jr書と表
現の跡j(仏の来た道2003大谷探検隊100周年・

西域文化研究会50周年シルクロード文物展)、龍

谷大学学術情報センタ一、 20030

21)見聞き単位で断片の通し番号が振られているもの

(LM20_1489， 1490)があり、その場合は、左右両

端に記入されたページ番号を優先してコ}ド化し

た。なお、特殊な例として、見聞き単位でページ

数および断片の通し番号が与えられているもの

(LM20_1474) があるが、 A:右頁、 B:左頁とし、

LM20_1474_02A_04 LM20_1474_02B_05などとコー

ド化した。各断片にはベ}ジ毎の通し番号が記入

されたシールが貼付されているが、時に、番号が

付されていないものがある。その場合は、直前の

断片番号にー2，-3などの枝番号を付した。逆に、シ

ールが貼付されていながら、断片が存在しない場

合もある。 LM20_1502以下の断片はファイルに貼

付されておらず、通し番号が振られている。また、

一つの紙袋に数点の断片が封入せられているもの

があり、個別の断片番号が付せられていない場合

もある。

22)香川孝雄『無量寿経の諸本対照研究J永田文昌堂，
1984， p.305。

23)旅順博物館のトルファン出土写本中にAAからはに

属するものとして持者仏要集経j14点、『僻説費

悔輸経第四十一生経j2点、『普曜経j1点、『光

讃経j19点、『正法華経j2点、『悌説無言章子経J
1点、『阿差末菩薩経j1点、『繭勅菩薩所問本願

経j1点、『悌説孟蘭盆経j1点、『悌説因不可得

経j1点が見いだせる。

『諸仏要集経』については、拙稿「旅)1田博物館
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